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中学生における生命と性に関する授業の効果
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要 旨

日本の10代の性行肋や性意識はインターネットの蒋及や性↑,'i報の氾濫に伴い大きく変化し

ており，性行肋は低年齢傾向を辿っている．教行現場では，中学生に「生命と性」にIMIする授

業，すなわち生命教fiと性の他喋教fiに側する授業を行なっているが，その学習効果は-|＝分に

解Iﾘ'されてはいない．そこで本研究では公立中学校の3年生205名に対して生命と性について

の授業介入前後にアンケートを行い，介入効果を調査した．調査項'二lは, ｢I'lW:感↑i ｣， 「性別の

受け止め｣，「ｿ)女交際をどの程度まで剛めるか｣， 「性交のイメージ｣， 「性交への意識」の5項目

とし，それらを授災前，授業IIi[後，樋業後2ヵ月にI淵べた. l41噸感傭にIMIしては，授業繭:後から

上外し授業後2ヵ月の時点でさらに上ｹ{.が兇られた．性別の受け止めについては，女子におい

て授業il'i稜でｲi葱に|皇外したが授業後2"11時点には上昇はｲj意でなかった． 「ｿ)女交際の限

度｣， 「性交のイメージ｣， 「性交への意識」に関しては,授業介入の効果は兄られなかった． ’'1学

'|iへの生命と性の授業介入で，自尊感↑,'iの|苦界と白身の性を肯定することを災証した．

キーワード：生命と性の教育，臼尊感↑''i,性別の受けlこめ, !|!学生
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策として，学習指導喚械（保健分野）は， 「思春期

の生殖にかかわる機能の成熟から妊娠，および異

性の尊重や性↑ili報への対処など性に関する適切な

態度や行動の選択が必要となることを3年間で理

解する」ことを嘘り込んでいる｡')．現在，小学校

JPI|!学校では「生命とﾔ|;」の教育が学校単位で取

り糸llまれており，保他体ff,家庭，社会の各教科

と道徳，総合的な学習の時|ﾊl並びに特別活動5）

で授業が行なわれている． '1↓られた時間の!|'で生

徒に性教育を行うことは加災であるが，時間的ス

ケジュールの観点からﾔ'数行の効果的な進め方を

Iﾘlらかにした研究は少ない．いくつかの先行研究

では介入授業の効果を授裳前後で比較しており，

一定の効果は報告されている6)． しかし，授業後

ある期間をおいてその効果を調べた研究はほとん

どない．本研究の目的は，生命と性の介入授業の

効果について，授堆1111:後と2"l1後の効果をIﾘlら

かにすることである．本研究では白鯨感情をアウ

I,カムとして設定した．性に|flする科学的情報や

予防スキルを学んで火際の行肋に生かすには，自

分自身および他行を大切にする心が必要であり，

それは自瞭感↑IWがII･jまることにより可能になる7）

と考えられるからである．

はじめに

思春期は．親からの心理的|41立と，アイデンテ

ィティーを確立するという二つの発達課題を達成

することで大人として社会参加が可能になる時期

である． ｜司時に性にIM1するアイデンティティーを

発達させるll寺期でもあり，性アイデンティティー

を確立する前段階として災性への|腱l心・興味が出

現してくる．あるi淵代によると小学校4年生では，

女子で78.8％， リ)子で60.1%が災性に興味があ

ると答えており，低年齢のうちに異性に興味や関

心を抱いている荷がjW加してきている1). また，

性交経験者は， ！''学'k女子で4．2％，男子で3．6％

であり，高校生女fでは30.0%,')子では26.6%

となり、中学生からII･j校生にかけて経験者の,徴激

な増加が見られる2)．性交を行なった理I11につい

ては， 「好きだったから」が6別から7側を占め，

次いで「経験してみたかったから」との1n1審が見

られた2)． このことから，忠が期の子どもたちは

感情や輿1床で性行肋3)に走っていると思われる．

近年，思存期の子どもたちでも簡単に性の惜蝿

を入手することが出来るようなり，思春期の早い

時期で性に関心やり叫味を持ち始めるとみえられ

る．特に概柵f厩ﾊにより災性との親密性が増すこ

と， また排|縦u話の〃i{1.が!11IUI化していることを

高橋は指摘している2)． また，望まない時期の妊

娠や性感染症がjW川していることは社会的な|H1題

であり，これらは性〃肋のコン|､ロールや性行肋

から起こる危険のI認I識，避妊や性感染症に関する

知識を得る機会の必甥性を示唆している．その対

対象と方法

1 .対象者と調査期間

本研究は，新潟ﾘ,↓lﾉ1の公立'1!学校2校の3年生

205名を対象とした．授業介入およびアンケート

調査は2009年7月から2009年10月に行われた．
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2．調査方法

介入授業は生命の教育と性教育の2つの授業よ

り構成されている．授業内容と用いた教材は表l

に示すとおりである． この介入授業の特徴は，視

覚教材に加えて胎児・新生児モデルを具体的な教

材として川い，生命誕生，第二次性徴，生殖のし

くみ，性伽肋について科学的根拠に基づいて教授

することであった．アンケート調査は無記俗の'三I

記式f'I問川紙を川いて行われた．アンケート‘淵fr

を行ったIIf点は，授業2週|ﾊl前，授業I11:後，授業

後2ヵ月の3回であり, liilじ内容の衝問川紙を川

いて‘淵在した．アンケーl､側H1用紙を205名に配

布し, 31UIとも全凶からY'IIMI川紙を|画|収できた．

そのうち，欠M1のあるlul稗を除いたｲi効lul溶数は

196名(96.6%)であった．その内訳はｿ)子1()3

名，女子93名であった．

アウl､カムとしての調在項Hは, ｢[1瞭感↑,'i｣,

｢性別の受けll:め｣, ｢II1学′kとしてのｿ)女交際の

限度｣， 「性交のイメージ｣， 「性交への意識」の5

項目とした． ノk命の教fiは, '|､'|教育として菰1鹿な

だけでなく, ｢ILI尊感↑,'i」や「性別の受けlこめ」

に対してもよい影稗を与・えると浮えられる．生命

の教育において，生命が生まれる仕組みとそれぞ

れの性の微11|ﾘを科学の祝ﾉAiから11I!解させること

は, |&l分自身や'21身の性のillill1'iのin要性を認識す

ると考えられるからである8)．

本研究への参加はI'IIII意志であること，参加し

ない場合もなんら不利益を披らないことを対象肯

に伝えた．対象者の保識者には，あらかじめアン

ケーl､およびその項'三lを説|ﾘ]し，アンケート結果

についても学年便りにより説明を行なった．アン

ケー|､川紙の回収方法に関しては，アンケートの

lul"|ﾉ1容が見えないように折りたたんで佃別の封

筒に入れ封をし，回収浦を設置して生徒のILI I11意

志で提出してもらった．本研究はヘルシンキ宣言

を遵守して計画され．研究の倫理面については放

送大学で群査され許可を受けた．

3．調査項目

1) I l噸感情

fi敏感'l,Iiについては, Rosenberg(1965)の自

尊感'h'i尺度10項I11 I本語版を使用した9).選択

肢は「あてはまらない」 「ややあてはまらない」

｢ややあてはまる」 「あてはまる」の4段階とし

て，それぞれ4点～1点（合計点数10点から40

点）を付与した．自騨:感'i,liが高いほど合計点数は

商くなる.

2）性別の受けlこめ

l皇l身の性別について「今の性別でよかったと思

う」か「今の性別でよいと思わない（または，よ

くわからない)」か，を上lllの設定した項l l 6)と

|両l様にく'I!ねた．前背は自身の性別を尚定しており，

後背は肯定していない， と判|断した．

3） 1 ' 1学生としての男女交際の限度

II!学生の男女交際の限度として性交を認めるか

について上出の設定した項I=1 6)とl,il様に尋ねた．

表l ′k命と性の雌服教行

教材

VTR

パワーボイント講義

胎児人形・新生児人形

授業項目 内容

生命教育

（70分）

生命創造

生命を繋ぐ

人形抱っこ体験

自分の誕生・生命の尊さを学ぶ

祖先からの生命のつながりに

ついて知る

胎児の成長：赤ちゃんとは何か

を学ぶ

男女の身体的変化を知る

個人差を理解する

生殖の仕組みを学ぶ

性衝動と性行動について理解

する

男女の生理的心理的な違いを

理解する

パワーボイント講義

パワーボイント講義

性の健康教

育(50分）

思春期・第二次性徴

性の健康・性交で起こること
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者の割合，②性交を容認する者の割合，③「性交

によりお互いの愛が深まる」と回答する者の割

合,④「好きなNI手ができた時は性交してもよい

と思う」と回答する者の割合を指標として，介入

授業前と介入授業直後および2ヵ月後をカイニ乗

検定で比較した． この検定の際にもP値をボンフ

ェローニ法で補l[した．なお，本研究では311T1の

アンケートを連結可能とするデザインに対して学

校側の|司意を得られなかったため，統計解析では

対応のない検討を行った.P<0.05を有意差あり

のj!§準とした．

4）性交のイメージ

性交のイメージについては，上lllが考案した尺

度6)を参碁に， 「性交によりお血いの愛が深まる｣，

｢性交はよくないことだ．怖い｣， 「愛惜に関係な

く性交してもよい」の3項'1を仲ねた．

5）性交への意識

東京都性教青研究会実施の‘淵代項目’）を使II1

し「性交は結幡するⅡfまで待つ｣， 「好きなNIfが

できた時は性交してもよいと思う｣， 「性交をする

か否かはわからない｣，の3項I Iを導ねた．

4．統計手法

自敏感↑,liに関しては，介入授業前のスコアと介

入授業面後および2JF I1後のスコアを対応のない

t検定で比較した． この場合, 21mlの比較を行うの

で, PIIIIiをボンフェローニ法でhli 'l;した．その他

の項目，すなわち，①性別の受けltめ，②ﾘ)女交

際の限度，③性交のイメージ，④性交への意識，

に関しては，それぞれ,Oifl身のﾔ|刎を尚定する

結 果

対象者の介入授業前のアンケーl､結果を表2に

示した．自尊感↑,liスコアに有意な性差は兇られな

かった． 「性別の受け止め｣(P<0.001), 「中学生

としての男女交際の限度｣(P<0.001)、 「性交の

イメージ｣(P<0.01), 「性交への意識｣(P<0.01)

表2介入授堆前のアンケートの』§礎典訓

女性(n=93)男性(II=103)

自尊感情スコア

自身の性別の受け止め＊

よかったと思う

よかったと思わない

中学生としての男女交際の限度を

性交をしてよい

それ以外

性交のイメージ＊

お互いの愛が深まる

愛情に関係なく性交してもよい

性交はよくないことだ．怖い

性交への意織＊

性交は結蛎する時まで待つ

好きな相手と性交してもよい

性交をするか否かについてはわからない

平均値24.5 (SD4.9) 平均値23．5 (SD4.7)

91 (88.3%)

12 (ll.7%)

63 （67.7%）

30 (32.3%)

21 (20.4%)

82 （79.6%）

5 （5.4%）

88 （94.6%）

(50.5%)

(1. 1%)

(48.4%）

(65.0%）

（6.8%）

(28.2%）

【
Ｊ
々
８
。
’
今
一
ｈ
ｕ

△
列
や
△
“
勾
詮

７
７
９

６
２

(13

(33

(53

6%）

脇）

4%）

(11.8%)

(11.8%）

(76.3%）

14

34

55

11

11

71

*カイニ乗検定により有意な性差あり
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自尊感情
スコア

27

↑
今

26
*P<O.ml

25

24

23

22

介入前 介入直後介入2ヵ月後

図l 自尊感↑,'iの変化（バーは標準誤差）

男女共，介入授業後にスコアは上昇する側|句であった．女子において，介入授業前と比較し

介入授業後2ヵ月のスコアの上昇は統肘|的に有意であった(P<0.001).

表3介入授業による自身の性別の受け止め，交際の限度，性交のイメージ，および性交への意識の変化

介入前 介入直後 介入2ヵ月後

自身の性別の受け止め

自身の性でよかったと

思う者の割合

男女交際の限度

性交をしてよいとする者の割合

男性(''=103)

女性(n=93)

91 (88.3%)

63 （67.7%）

87 （84.5%）

78 （83.9%)＊

89 （86.4%）

69 （74.2%）

男性(n=103)

女性(n=93)

21 (20.4%)

5 （5.4%）

21 (20.4%)

5 （5.4%）

23 （22.3%）

1 (1. 1%)

性交のイメージ

性交はお互いの愛が深まる

とする者の割合

性交への意識

好きな相手と性交してもよい

とする者の割合

男性(n=103)

女性(n=93)

67 (65.0%)

47 （50.5%）

70 （68.0%）

49 （52.7%）

53 （51.5%）

40 （43.0%）

男性(n=103)

女性(n=93)

34 （33.0%）

1l (11.8%)

36 （35.0%）

ll (11.8%)

28 （27.2%）

7 （7.5%）

葱介入前と比較し有意差あり (P=0.020)

については，全てｲ1意な性差が兄られた．

自敏感↑II;スコアの変化を図lに示した． リ)女共

に介入授業後にスコアは上昇していた．男子では，

介入授業前と比較し介入授業後2ヵ月のスコアは

上外傾向であった (P=0.059).女子では，介入

授業前と比較し介入授業n![後のスコアは上昇傾向
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は無反応や当然の発達としてとらえている者が多

いが，女子では月経や乳";変化について無反応と

同時に否定する感情がありアンビバレントな受け

lこめをしていると落合ら11)は述べている．

本研究では授業の内容を，思春期のり)女の身体

的変化を生命誕生の必要性と関連させた内容とし

て行なった．そのため． ソ)子の精通や性毛発現お

よび，女子の初潮や乳勝の変化，性毛発現に対し

て思捌01の身体変化の必要性や重要性を理解する

ことにつながり，女子で向身の性別に満足してい

る人のilll合の増加につながった可能性がある． し

かしながら，その割合は，授業後2ヵ月時点でや

や低下していたことから，効果の継統は附難であ

るかもしれない．

介入授業による'二'1学生としての男女交際の限

度，性交のイメージ，性交への意識の3項目に変

化はみられなかった．三井菩止'2)は学校教育に

おける生と性の教育は学校全体での教育場面をと

おしてあらゆる場miで実施されるものと述べてい

るように長い時IHIをかけて教育していくことが必

要と考える．

本研究では, 3ILllのアンケートデータを個人間

で連結することができなかったため，対応のある

t検定を行うことができず対応のないt検討を行

った．対応のないt検定は，対応のあるt検定に

比して統計的なパワーが劣るため，今Imlの統計解

析では兇出せるはずの有意な差を検出できなかっ

た可能性がある． この点は本研究の限界であると

言える．

(P=0.098)であり，介入捜業後2カトlのスコア

の上昇.は統計的に有意であった(P<0.001).

「自身の性別の受け止め｣， 「中学生としてのり）

女交際の限度｣， 「性交のイメージ｣， 「性交への意

識」の変化を表3に示した．自身の性別の受け'こ

めに関して，女子では介入授業直後に自身の性別

を肯定する者の割合は墹加した(P=0.020).そ

の他の項'1では，介入授業により割合の有意な変

化は見られなかった．

考 察

思春期における性的成熟の訪れは，自分の身体

を強く意識すると同時に身体への関心が尚まり，

自我意識と合わせてI÷I己への関心を強めていく．

自己への|則心から，自分自身を価値あるものとし

て肯定的に見たいと望むものであり，自尊感↑I!iが

高い状態においては，社会における自分''1身の位

置をとらえて自分も能力を発椰することができる

のではないかと考える．

本研究の介入授業により自尊感情の上昇が兄ら

れ,特に女性で顕著であった．梶田'0)は, 141尊感

情の形成に性差があると指摘しており，男子は自

らの基準に照らして自己を評illiしつつ自噸感'|刊を

形成していくことが強いのに対し，女子は他背か

ら評価され受容される過程を通して自らの自尊感

情を形成すると述べている． この介入授業では，

思春期の身体的変化と生命をつなぐことの意味と

身体変化の必要性に重点をおき， さらに女子は妊

娠という過程で自分の体の巾で生命を育み産み出

す機能を持つことに関してVTRを用いて祝党的

に理解できるような構成になっているため， これ

らが自尊感怡を高める要因であったのかもしれな

い．特に女性は，妊娠出産を受容することでI皇l尊

感情が_上昇した可能性が考えられる． にI尊感'|I!iの

上昇が起きたことは，生殖に寄与する行動時期の

選択や性感染症予防など，今後の性に関する予防

行動につながるものと考えられる．

性別の受けltめに関しては，介入授業後女子に

おいて自身の性を肯定する|噸向が見られた．性的

成熟の発現に対する受け止めについては，男子で

ま とめ

生命と性の授業介入により，自瞭感惜の上昇と

自身の性の肯定（女子のみ）を実証した． しかし

ながら，性別の受け止めに|奥lしては，授業直後に

起こった変化が授業後2ヵ月のまで継続できなか

った．今後は生命と性の授業効果の長期的な継続

性を調べる必要がある．
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